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修士論文題目 女性の不妊治療を継続する上での役割認識と役割規定要因
研究目的:不妊治療を継続している 不
園の人との関係の知覚によって、どのように自分の役割を認識しているかを明らかにする。
研究方法: K病院妊畢外来に退院している女性を対象に、質問紙調査法を行った。質問紙
では、調査対象者が身近な人に射して持つ主観的な意見を聞いた。また.不妊の原図はカ
ルテから抽出した。アンケートから抽出した不妊治療中の女性が認識している役割を.不
妊の原因疾患が男女どちらにあるかを身体的要因とし、夫や家族などの周囲の人との関係
を社会的要図とし.この双方から分析した。
研究結果:女性が不妊治療を継続する上での役割認識と役割規程要Eqについて、以下の点
が明らかとなった。 ①不妊の原因が男女のどちら側にあるかという身体的要因と、夫や家
族などの身近な人との関係をどのように捉えているかという社会的要因臥　不妊治療を継
続する上での役割を規程する要図であった。 ②身体的要因および社会的要因の影響を受け
て不妊治療を続ける女性には.前提として「妻」「女」「娘」「嫁」としての役割認識があり.
身体的要因によって役割認誠の強さが違っていた。 (訂不妊治療期間の長さは、女性が不妊
治療を継続する上での役割認識に酵響する傾向があった。
考　　察:不妊治療を継続する上で女性には「妻」 「女」「娘」 「妹」などの役割認識があり.
役割規定には身体的要因としての不妊原図や治療期間が影響していた.また、不妊治療期
間が長くなると、自分なりの役割認故を持って治療に臨んでいることもわかゥた。医学的
に不妊原因があるということにより、治療を継続してい<上での負担感は原E馴こよって違
ってくるため、看護の関わり方も替えていく必要がある.また、女性が不妊治療を継続し
ていく中での役割認識の変容は、 「妻」という外発的なものから「女」という内発的なも
のに変化していた。不妊の女性が不妊治療を続けることを自らが見つめることができるよ
うなかかわりや機会を持つことで、治療の継続や.治療の中断を決定する際にも、新しい
目標を見出すことの助けとなると考える。
総　　括:本調査では不妊治療を継続する女性の役割認敵と、身体的要因と社会的要因が
役割規程に影響していたことがわかった。本調査は、女性が不妊治療を継続する上での役
割認識とそれを規程する要因を、不妊の原因となる疾患が男性、女性あるいは双方にある
場合に分類して分析したが、各不妊因子群ごとに分類したことによって男性因子群と両性
因子群の数が少な(なたため、今後は.男性B]干および両性因子群によって不妊治療を継
続している女性に研究を重ね、比較検討していくことで.不妊の原因によって女性が不妊
治療を続ける上での役割認識に影響する要因の妥当性を明らかにすることが求められる。
また.今Ei]明らかになった各不妊原因群や治療期間ごとの傾向を、質的研究によって裏付
いくことも必 であると
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